
祇園祭創始 1150年記念プロジェクト 

「こんちきジーズ～祇園祭から考える持続可能性。SDGsの先へ～」 

参加学生募集要項 

 

 

エコ～るど京大と京都市による祇園祭から持続可能性（SDGs）について学び、 

SDGsの視点から祇園祭について考えるプロジェクトをスタートします！ 

 

今年で祇園祭が創始 1150年を迎えることを記念して行われる本プロジェクトでは、学生と社会人が混合

のグループに分かれて祇園祭の理念や特色を学び、それを持続可能性、SDGsの観点から整理することに

よって持続可能性の理念や意義について議論を行い、成果を広く発信します。 

 

⚫ 募集対象 

原則、京都市内在学または在住の大学生・大学院生 

 

⚫ 募集人数 

80名程度 

 

⚫ 応募方法 

次の事項を記載し、申込サイトよりお申込みください。なお、個人情報は本プロジェクトの連絡以外

には使用しません。 

１） ご自身の基本情報 

①お名前（ふりがな） ②所属（大学及び学部・研究科）・学年 ③電話番号 ④メールアドレス 

２）プロジェクトへの参加動機 

申込サイト：https://goo.gl/forms/IgBvuZEi2v8Tlowj2 

 

⚫ 申込締切 

2019年 4月 30日（火） 

 

⚫ プロジェクトに参加してできること 

※詳しくは企画書を参照して下さい 

 

最初に祇園祭という千年以上持続している祭礼について、ヒアリング調査や資料収集を通して学びま

す。そして学んだことから、「社会が持続するとはどのようなことか」ということや、京都や世界の持続

可能性についてグループで議論を行い、アウトカムを発表、発信します。プロジェクトを通して、SDGs

の「2030年まで」「17項目」という枠を超えた持続可能性について考えてゆくきっかけとしたいと思いま

す。 
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・祇園祭をディープに楽しめる！ 

本プロジェクトでは、祇園祭に関する資料収集したり、祇園祭関係主体に訪問、ヒアリング調査を行っ

たりします。また、祇園祭に深く関わって来られた方々からお話を聞く機会もありますので、祇園祭に対

する見方もきっと変わるはずです。 

 

・SDGs について本質的に考える！ 

SDGs を専門に研究・教育・社会貢献活動等をしておられる方々から、SDGs や持続可能性について基

礎的な内容から教えて頂きます。また、持続可能性について本質的に議論することを通して、持続可能性

について深く考えることが出来ます。 

 

・他大学、社会人と交流できる！ 

本プロジェクトには様々な大学の大学生や社会人でグループワークを行います。普段の大学生活では

交流の機会の少ない人々との出会い、協働することができます。 

 

・考えたことを発信する！ 

グループワークのアウトカムは、プロジェクト内での共有以外にも様々な形で発信を行います。京都市

主催の祇園祭 1150年関連企画や京都大学の持続可能性に関する企画、各種マスメディア等で広く発信さ

れます。 

 

2019年の活動期間：5月～12月（なお、次年度以降も発展的に継続予定ですが、改めて募集等行います） 

5 月～7 月：キックオフミーティング以降、学生３～4 名と社会人 1～２名が一つのチームとなり、グル

ープごとのテーマに基づいて祇園祭関係主体への訪問、ヒアリング調査を行うことによって祇園祭の特

色や現在抱える問題を持続可能性や SDGsの観点から整理します。 

8 月～11 月：学んだこと、調査したことを踏まえて、持続可能性や SDGsについての議論を行うことで、

持続可能性・SDGsの理念や意義について考えます。また問題発見・解決を目指したグループワークを行

い、アウトカムをまとめます。 

12 月：総括イベントにおいてグループワークで作成した「祇園祭に学んだ SDGs アップデート案」を発

信します。 

 

（参考）祇園祭創始 1150年 

祇園祭は、八坂神社社伝によると、貞観 11 年（869）、国内各地で発生した天変地異や疫病の流行を受

け、全国の平安を祈るため、当時の国の数である 66 本の矛を立て、神輿が送られた御霊会（ごりょうえ）

が起源とされており、本年、1150 年を迎える。 

祇園祭は７月１ヶ月間を通じて催されるものであるが、その中核となる神事は、八坂神社の御祭神（ス

サノヲノミコトと、その妻、子ども）を乗せた 3 基の神輿が 7 月 17 日に八坂神社から御旅所（四条寺町）

に向かい、24 日に神社へ戻るという 2 回の神輿渡御で、氏子のいる市中を回る。前祭（さきまつり）・後

祭（あとまつり）の山鉾巡行は、ともに神輿渡御と同日の朝から行われ，都大路を清め祓う役割を担って

いる。 



 

⚫ 具体的なスケジュール 

※○印のイベントは原則全員参加して下さい。その他は関連イベント等 

日時 内容 詳細 参加 

4月 3日（水） 
ウェブサイト公開 

プレスリリース 

  

～4月 30日 参加者募集   

5 月 12日（日）13:00- キックオフミーティング 基礎講義、グループワーク、交流 ○ 

6 月 1日（土）10:00- 第 1回全体ミーティング 調査計画発表、グループワーク、交流 ○ 

6月 27日（木） 京大シンポジウム   

7月 祇園祭 グループワーク ○ 

8 月 10日（土）10:00- 第 2回全体ミーティング 中間発表、グループワーク ○ 

8月 

 
京都市講座 

  

9 月 6日（金）10:00- 第 3回全体ミーティング グループワーク ○ 

9月 京都市講座   

10 月 19日（土）10:00- 第 4回全体ミーティング 調査結果まとめ、グループワーク ○ 

10月 京都市講座   

11 月 京都市講座   

11月 16日（土） 

10:00- 
第 5回全体ミーティング 

アウトカム作成、グループワーク ○ 

12月 14日（土） 総括イベント 発表、総括 ○ 

12月 発表   

※祇園祭の詳しい日程は、八坂神社のホームページにて確認できます。 

ＵＲＬ：http://www.yasaka-jinja.or.jp/event/gion02.html 

 

⚫ 主催：京都大学（エコ～るど京大）、京都市 

⚫ 問合せ先 

京都大学（エコ～るど京大）「こんちきジーズ」係 

  電話：075-753-5922  メール：ecocheck@eprc.kyoto-u.ac.jp 

京都市 文化市民局 文化芸術都市推進室 文化財保護課 

  電話：075-366-1498   FAX ：075-213-3366 
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